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パワーデバイスの重要性が注目される現在，バルクキャリア寿命の評価技術が待ち望まれてい

る．我々は前回の応物学会（13ｐ-1E-5, 13ｐ-1E-6）において，新原理に基づく平行デュアルレー

ザビーム法を提案し，実際にそれが有効であることを実験データとともに示した．我々のデュア

ルレーザビーム法では，図１に示したように，波長が 1064 nm の YAG レーザビームをウェーハ

表面に定常照射し，表面から裏面までのバルク部全域に自由キャリアを発生させる．その濃度の

z 方向分布を n(z) で表す．図１には n(z) の曲線を示してある．n(z) の曲線形状がキャリア寿命

に関する情報を含んでいるため，これを測定すればキャリア寿命と拡散長がわかる． 

n(z) を測定するために，図１のように，YAG レーザビームの軸と平行になるように，波長が

1550 nm である赤外レーザビームをウェーハの表面に照射する．赤外ビームは，自由キャリアの

濃度勾配 dn(z)/dz のために屈折を受け，図１のように，屈折角(z) だけ方向が変わる． 前回

の講演（13ｐ-1E-5, 13ｐ-1E-6）では，この屈折を記述するために，Maxwell の方程式にオーム

の法則（i= E,  は導電率）を組み合わせ

て得られる減衰平面波解の複素屈折率を

用いた．その結果，自由キャリアによる

赤外ビームの屈折は，キャリア濃度が高

い方に向かって起こることになり，実験

で確認された方向（図１に描いた状態）

とは逆になってしまうことが判明した． 

その理由を詳細に調べた結果，我々の

計測条件では上記のオーム則は成り立た

ず，Drude の自由キャリアガスモデルを

使うべきであることが分かった．これに

よれば，屈折方向は図１のように低濃度

側向きになり，実験と矛盾しないことが

分かった．講演では，この問題認識に至

ったビーム解析の経緯と自由キャリアガ

スモデルによる屈折角の計算を示す． 

    

図 1．YAG レーザビームによって励起されたフリ

ーキャリアの濃度 n(z) の勾配によって赤外ビーム

ビームが屈折を受ける様子．ウェーハの断面に(z,x)

軸を設け，二つのビームは(z,x)面にのっている． 

 

  

 

 


